
鎗
十
三
巷
　
　
糎
　
纂
　
　
晋
代
漸
…
部
ア
ツ
ア
瞥
見
．

第
騨
買

入
六
　
（
五
九
四
）

磁
日
代
南
部
ア
ジ
ア
齢
轡
見

回
　
　
伯

義

明

　
後
漢
末
、
黄
巾
の
賊
の
唾
壷
に
て
天
下
大
い
に
擾
れ
し

が
、
之
に
乗
じ
て
内
群
雄
割
櫨
し
、
外
燈
境
郡
縣
及
諸
囑

國
の
分
離
濁
立
を
見
る
に
至
れ
り
，
そ
の
中
、
南
方
に
於

て
は
日
南
郡
象
林
縣
（
・
今
H
の
佛
領
安
産
の
廣
義
）
の
功
曹

　
　
　
ヘ
　
　
へ

某
の
子
蕩
連
な
る
者
（
思
ふ
に
・
土
人
）
謀
叛
を
計
り
て
途
に

象
林
縣
を
中
3
5
こ
し
て
林
邑
國
を
打
立
て
泥
り
Q
、
是
れ
唐

の
中
頃
迄
の
林
邑
國
以
後
の
占
城
國
の
基
な
り
。
過
て
遍

氏
の
誘
導
は
影
響
末
に
鞭
て
塵
連
の
外
孫
芭
熊
に
奪
は

れ
又
熊
の
子
芭
逸
は
智
代
の
中
頃
そ
の
置
花
文
に
國
、
を
く

つ
が
へ
さ
れ
た
り
。

　
こ
の
林
邑
の
第
二
苑
王
朝
の
始
輯
行
管
（
在
位
束
餐
成

帝
威
康
二
年
一
穆
帝
永
和
五
年
帥
西
紀
三
三
六
；
三
四
九
）

が
傑
物
な
る
は
そ
の
奴
隷
て
ふ
出
身
蔦
て
も
知
ら
る
、
な

る
が
、
更
に
芭
文
の
事
蹟
こ
し
て
次
の
注
意
す
べ
き
記
事

暑
書
林
邑
傳
に
あ
り
。
即
ち

　
及
逸
死
無
学
、
文
逡
自
立
爲
王
、
…
…
…
於
蒲
柳
攻
大
破
界
・
小

　
妓
界
・
式
僕
・
徐
狼
・
屈
都
乾
・
魯
扶
・
輩
等
諸
國
井
之
、
有
衆
四

　
五
萬
入
。

ご
あ
る
は
こ
れ
な
り
。
而
し
て
此
事
件
の
確
だ
る
年
代
は

不
明
な
る
も
、
前
後
の
關
係
上
露
丈
の
師
位
後
間
も
な
き

頃
の
事
た
る
は
信
諾
し
て
殆
ん
ざ
誤
な
か
る
べ
し
。
即
ち

露
文
は
林
邑
纂
奪
に
乗
じ
て
そ
の
除
威
を
振
ひ
此
等
近
隣

諸
國
を
併
呑
せ
し
な
り
。

　
沃
て
然
ら
ば
交
が
攻
め
し
て
ふ
此
等
の
憂
心
ご
は
現
今

の
何
れ
の
地
方
な
る
か
Q
此
等
の
國
々
の
位
置
判
明
せ
ば

育
代
林
邑
入
の
地
理
的
知
識
の
範
圏
も
鱗
明
し
併
せ
て
當



時
の
宙
部
ア
ジ
ア
の
形
勢
も
分
陽
せ
ん
。
而
し
て
此
等
の

圃
或
は
地
方
は
萢
文
が
征
服
し
併
ぜ
し
も
の
に
し
て
林
邑

の
競
郷
た
る
疑
か
．
き
故
．
全
此
の
搾
か
・
飛
轡
．
ご
し
て
鍬
擦
諸

閣
の
位
謬
を
考
定
す
る
な
る
が
便
宜
t
最
後
の
鷲
賊
よ
り

説
か
ん
…
…
百
萬
分
東
亜
輿
地
総
噸
照
（
函
南
方
面
の
部
）

畢　
鷺
國
は
音
韻
上
よ
り
考
ふ
る
に
後
漢
書
の
樫
、
鼠
、
窺
典

　
への
樺
臨
な
ら
ん
。
今
後
漢
書
本
記
よ
り
揮
風
に
關
す
る
記

事
を
拾
ふ
に
次
の
如
し
。

購
卿
傭
離
永
元
九
年
春
牡
丹
郵
黎
饗
及
齪
轟

　
奉
貢
辮
璽
難
転
載
驚
歎
鶴
瀬
或
簿

雛
疇
輩
元
年
－
士
万
鶴
野
齢
癒
使
蔽
鞭
．

蜷
獣
薫
製
蓬
六
年
＋
二
月
翻
黎
葉
調
臨
監

　
使
貢
献
墨
型
籍
い
礫
期
難
事
藷
欄
醐
願
撚
か
鶴
鎗
聡
轍
饗

鯉
．
（
藷
國
に
つ
宅
量
同
誌
三
夫
纂
七
號
欝

　
博
士
の
論
文
「
葉
講
い
斯
講
、
私
訴
條
に
っ
き
て
」
を
見
る
べ
し
。
）

　
　
　
鐵
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
晋
偲
欝
器
ア
ツ
ァ
懸
見

此
の
本
紀
ε
忍
事
實
を
直
し
て
後
漢
書
西
南
夷
傳
哀
牢
條

に
云
へ
り
。
、

魏
－
九
年
微
外
饗
燭
轟
鴇
概
算
諏
訪
講
、
奉

　
國
珍
費
、
和
新
前
金
印
紫
綬

耀
－
永
三
元
毒
総
髪
欝
釜
詣
霧
賀
、
献
餐
幻
人
、

　
能
攣
化
吐
火
、
自
支
解
、
易
牛
馬
頭
、
叉
善
跳
丸
撒
乃
至
千
、

　
霞
書
我
海
西
人
、
海
西
卸
大
秦
也
、
三
三
西
南
麺
大
秦
、
明
年
元
一

　
會
安
帝
作
樂
園
庭
、
封
雍
由
調
儒
漢
大
都
尉
、
賜
印
綬
・
金
銀
・

馨
各
蘂
也
駿
鑛
欝
獣
断
髄
灘
矯
難
調
嘱

　
て
少
し
略
ぜ
し
に
す
ぎ
電
又
揮
國
上
関
本
紀
註
に
雍
歯
ミ
ぜ
る
も
こ

　
の
西
南
夷
弓
の
雍
由
調
の
方
正
し
か
る
べ
し
。
扱
叉
通
典
が
後
漢
書
酉

　
爾
夷
傳
な
そ
の
ま
」
翻
れ
り
ε
ぜ
ば
癒
典

　
の
樺
醐
に
即
後
漢
書
揮
醐
な
る
疑
な
し
O

　
…
撚
・
樺
及
び
前
掲
後
漢
書
注
の
東
糊
記
の
捜
に
よ
り
知

ら
る
、
如
ぐ
此
等
は
皆
同
一
温
々
霧
せ
る
督
蓮
宇
な
ら
ん

　
さ
て
鵡
後
漢
書
に
よ
れ
ば
揮
國
は
永
日
鮒
微
外
ご
あ
り
或
ば

臥
粛
…
微
熱
ビ
あ
れ
ば
遜
譲
郡
或
は
艮
臨
郡
を
ぺ
て
支
那
に

朝
貢
せ
る
な
り
。
帥
ち
西
方
永
昌
郡
或
は
南
方
臼
南
郡
よ

り
親
冷
せ
う
な
乃
が
、
甫
方
は
海
路
に
よ
り
西
方
は
陸
路

　
　
　
　
　
　
　
第
殴
號
　
　
　
入
七
　
（
五
九
五
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
遷
代
硝
鵠
ア
ツ
ア
懸
見

に
よ
り
し
な
り
。
何
こ
な
れ
ば
後
漢
時
代
の
永
昌
郡
は
現

今
の
雲
南
省
騰
越
滋
永
昌
縣
に
て
海
に
全
然
閣
係
な
く
疑

南
郡
は
今
の
三
三
順
化
附
近
に
て
海
に
濱
す
る
て
含
渦
爾
郡

の
位
置
之
を
讃
す
れ
ば
な
り
。
糊
し
て
後
漢
書
本
紀
に
見

ゆ
る
響
國
記
事
三
條
の
中
、
茎
立
に
そ
の
位
置
を
興
せ
る

二
條
は
共
に
皆
永
昌
運
外
こ
し
て
永
昌
郡
を
基
ビ
し
て
そ

の
位
畳
を
説
け
る
に
よ
り
、
今
永
昌
郡
の
位
置
を
主
ご
し

て
考
ふ
る
に
、
音
韻
上
の
事
も
併
起
し
て
、
揮
國
は
蓋
し
今

日
の
英
領
緬
旬
の
南
北
ω
罫
欝
ω
冥
¢
。
。
郎
ち
サ
ル
ウ
ィ
ン
河

上
流
地
方
な
ら
ん
。
此
河
は
支
那
の
所
謂
怒
江
、
繍
江
に

て
此
地
方
を
現
代
支
那
中
華
に
北
揮
・
隠
勢
・
南
撞
な
ご
、

繕
し
又
シ
ャ
ム
北
部
を
も
揮
部
ε
禰
せ
ば
、
此
等
の
地
方

を
欄
國
ご
後
漢
時
代
に
評
せ
し
な
ら
ん
。
逓
．
典
の
揮
國
が

此
ε
同
一
地
方
を
指
せ
る
は
、
そ
が
後
漢
書
西
南
夷
傳
に
よ

れ
る
こ
ご
明
か
な
れ
ば
、
何
等
の
直
な
し
。
愚
生
は
音
韻
上

方
向
上
後
漢
書
の
揮
國
印
通
計
の
樺
國
を
現
今
の
樺
地
方

こ
し
、
更
に
奮
代
の
輩
國
を
之
ご
同
一
親
せ
ん
。
帥
ち
林
邑

　
　
　
　
　
　
欝
瓢
臨
號
　
　
　
　
八
入
　
　
（
｝
血
九
よ
ハ
）

王
羅
文
の
征
伐
せ
し
軍
國
ご
は
今
日
の
揮
地
方
の
一
部
分

な
レ
9
。

魯
扶
　
軍
國
が
今
総
の
樺
地
方
に
比
定
せ
ら
れ
た
り
こ
せ
ば
魯

扶
國
は
何
れ
の
地
方
な
る
か
。
愚
考
す
る
に
魯
扶
は
習
韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

上
蓋
し
今
窺
の
佛
雲
上
樋
北
部
の
愚
母
刺
邦
（
じ
豊
山
｝
、
舜
i

一
）
磐
σ
q
）
市
を
中
3
5
ご
せ
る
同
名
の
地
方
を
指
せ
る
に
非
る

か
。
愚
生
は
し
か
信
ず
る
な
り
。

屈
都
乾
藤
轟
士
は
藝
文
書
辮
の
「
前
漢
に
於
け
岳
南
海
王

交
通
の
記
録
」
な
る
論
文
中
、
前
漢
書
地
理
志
に
見
ゆ
る

ヘ
　
　
へ

馬
韓
國
を
説
明
さ
れ
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ

　
「
都
昆
・
都
軍
は
（
即
都
元
）
名
稔
の
上
か
ら
も
位
置
の
上
か
ら

　
も
屈
薫
蒸
・
屈
都
乾
の
省
構
で
あ
る
や
う
に
兇
ゆ
る
。
そ
し
て
そ

　
の
方
位
及
び
そ
の
硫
黄
を
産
す
る
、
こ
い
ふ
こ
唱
こ
か
ら
ス
マ
ト
ラ

　
島
の
東
北
岸
上
に
あ
る
國
若
く
ば
港
で
あ
ら
う
、
こ
想
は
れ
る
、
、
」

　
4
7
頁
。



「
唐
、
時
の
洞
南
齢
ち
宋
元
の
吉
陀
は
ス
マ
ト
ラ
島
の
北
岸
に
在

っ
た
こ
ミ
は
略
ほ
疑
が
な
い
一
こ
す
れ
ば
避
難
。
吉
陀
は
屈
都
昆
・

屈
都
乾
の
屈
都
の
異
澤
で
は
な
か
ら
う
か
。
余
は
し
か
信
ず
る

の
で
あ
る
。
ゲ
リ
ニ
氏
は
九
徳
ミ
せ
る
は
誤
れ
り
云
々
。
」
4
8
頁

ご
云
は
れ
だ
る
も
、
博
士
が
軸
元
國
を
今
日
の
ス
マ
ト
ラ

島
東
北
岸
の
℃
『
。
凶
近
傍
に
比
定
せ
ら
れ
し
は
賛
成
し
う

る
も
、
之
を
屈
都
響
に
結
ば
れ
し
は
如
何
。
愚
生
は
屈
都

乾
は
猶
林
邑
に
近
か
り
し
國
ご
見
ん
こ
す
る
な
り
。
、
今
水

経
注
懇
冊
六
濃
水
條
を
見
る
に
そ
の
朱
吾
縣
の
事
を
誌
せ

る
注
に

　
著
書
地
道
記
日
、
寒
梅
専
属
日
南
郡
、
去
郡
二
百
里
、
此
縣
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
漢
時
不
堪
二
千
石
長
吏
調
書
、
引
屈
都
乾
爲
國
、
林
雪
煙
日
屈

　
都
夷
也

ご
あ
り
。
之
に
よ
れ
ば
南
都
乾
帥
屈
都
夷
は
朱
吾
縣
に
近

か
り
し
機
に
て
藤
田
博
士
が
ス
マ
ト
ラ
島
の
都
三
選
ご
同

剛
視
せ
ら
る
、
に
は
全
く
賛
成
し
え
す
Q
愚
生
は
朱
吾
懸

の
位
置
（
安
富
の
慶
南
の
南
の
ひ
王
臣
ン
町
）
よ
り
今
日
の

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
晋
代
襲
…
部
ア
ツ
ア
瞥
見

佛
領
老
樋
南
部
サ
ラ
ヴ
ァ
ン
市
の
東
方
認
ン
ツ
ー
地
方
を

督
書
地
手
記
の
屈
配
管
こ
し
、
從
っ
て
之
を
更
に
林
邑
傳

の
屈
都
乾
ご
認
む
る
な
り
。

徐
狼
　
水
経
営
温
水
條
に
林
邑
の
境
域
を
説
き
て
、
注
に
、
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
漁
…
海
、
西
専
属
一
狼
、
南
極
扶
南
、
北
連
九
徳
ご
云
へ

り
。
槍
海
は
濃
海
区
南
支
那
海
を
指
し
、
九
国
は
九
徳
郡
に

て
（
宋
書
地
理
志
治
浦
陽
）
今
日
の
安
南
ダ
イ
ン
（
文
黒
）

に
論
り
、
野
南
は
云
ふ
、
迄
も
な
く
今
の
東
蒲
棊
な
り
。
こ
の

林
邑
の
四
至
は
水
経
注
の
直
ぐ
前
交
に
よ
り
明
か
な
る
如
く

　
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
の
岩
井
ハ
沖
師
ち
漢
以
後
の
日
南
郡
鼻
繋
縣
帥
ち
今
日
の

安
南
辞
義
を
中
心
ピ
し
て
説
け
る
な
る
が
、
此
に
西
際
徐
狼

ご
し
て
徐
狼
な
る
名
見
え
た
）
。
叉
同
書
導
水
條
注
に
林

邑
の
都
賀
沖
を
流
る
、
潅
の
事
を
誌
し
て
…
其
水
又
東
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
、
蓬
船
宮
口
、
船
官
川
源
徐
狼
ε
見
え
た
り
。
潅
、
船

官
川
等
を
今
口
の
何
々
川
ご
着
換
に
は
比
定
し
え
ざ
る

も
、
平
台
が
林
邑
の
都
典
沖
（
今
日
の
安
楽
書
置
）
の
西
な
．

　
　
　
　
　
　
錐
闘
號
　
　
　
県
議
　
（
五
九
七
）



　
　
　
纂
十
瓢
一
挙
　
　
雑
　
纂
　
　
襟
代
憲
黒
日
ア
ツ
ア
鯨
掃
見

る
こ
ご
よ
り
し
て
、
音
韻
の
事
も
併
考
し
て
、
ラ
オ
ス
南

部
ジ
ャ
ラ
イ
地
方
を
水
質
注
の
徐
狼
ご
同
一
棄
し
、
更
に

水
経
注
の
罵
声
を
醤
書
の
徐
狼
ご
み
ご
め
ん
。

式
僕
　
僕
は
愚
考
す
る
に
濃
ご
同
一
に
非
る
か
。
杜
氏
聖
典
南

璽
上
鉾
鵬
響
に
所
謂
諸
々
の
濫
國
見
え
な
。
そ
の
中

に
単
磁
溝
あ
り
。

　
黒
鍵
蟻
蚕
永
昌
西
南
、
山
居
、
耐
寒
苦
、
其
衣
服
婦
入
七
一
福
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
爾
儒
、
或
以
貫
頭
、
丈
夫
以
穀
皮
爲
衣
・
其
境
白
響
応
・
犀
・
象
・

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
號
鵡
・
金
・
桐
華
布
、
叉
諸
瀧
之
域
艶
出
年
矢
、
爾
雅
日
、
南
至

　
於
濃
鼠
、
周
書
王
會
卜
人
丹
砂
酒
淫
卜
人
西
南
之
攣
、
丹
砂
所

出
・
姦
卜
人
羅
入
也
繋
瀧
與
哀
三
三
、
敷
豊
。
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
不
明
な
る
も
、
西
域
の
み
の
の
如
き
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
か
Q
桐
華
布
に
つ
い
て
に
後
漢
書
西
南
夷
国
哀
牢
條
に
…
有
梧
桐
木
、

　
華
績
以
爲
布
、
暢
廣
五
尺
、
潔
白
不
受
垢
汗
、
先
以
覆
亡
人
、
然
後
服

　
之
霊
あ
る
な
塗
考
ε
す
べ
し
。
こ
の
註
に
廣
志
日
梧
桐
有
編
者
、
劉
國
有

　
桐
木
、
其
華
有
白
田
、
濾
潰
講
織
以
二
布
也
定
著
の
郭
義
麟
の
廣
志
な

　
引
け
る
が
、
中
に
剥
國
ビ
も
る
ば
腹
代
シ
ャ
ム
方
癒
に
あ
ら
艮
れ
し
標

　
閣
な
ろ
べ
し
。
之
に
よ
り
標
閣
が
唐
よ
り
以
前
既
に
督
代
に
春
ゼ
し
弩

　
詮
ゼ
ら
る
・
な
り
。
、
箭
内
搏
士

　
讃
更
馳
慢
心
代
の
部
寒
寒
）

　
　
　
　
　
　
　
第
鰍
號
　
　
　
九
〇
　
（
五
九
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
黒
鍵
溝
な
ざ
の
灘
入
或
は
ト
人
は
永
昌
の
西
南
師
ち
今

日
の
雲
南
省
の
西
南
地
方
に
居
り
し
に
て
附
近
の
人
種
よ

り
考
ふ
る
に
又
印
度
支
那
民
族
な
ら
ん
。
σ
q
o
魯
嵩
氏
の

男
塁
。
竃
魯
霧
§
疑
○
げ
一
ξ
。
ω
σ
q
8
σ
q
茜
℃
ξ
の
三
六
七
一
三
六

九
頁
に
ト
人
の
記
載
あ
り
。
愚
生
は
黒
巽
濃
の
黒
は
色
を

表
す
故
省
略
し
え
て
面
革
H
鋸
盤
な
ら
ん
ざ
思
惟
す
。
巽

又
人
種
名
に
て
後
漢
書
郡
國
志
な
ご
に
見
え
今
伺
雲
南
四

川
に
在
）
ご
云
は
る
。
故
に
爽
或
は
涙
の
音
を
傳
へ
て
式

僕
こ
せ
し
な
ら
ん
。
必
覧
黒
革
濫
は
饗
ご
湛
の
混
血
に
て

そ
れ
を
音
遷
せ
る
が
式
僕
な
ら
ん
。
故
に
学
僕
ご
督
書
に

あ
る
は
爽
渡
ε
同
一
に
て
郎
ち
雲
南
の
西
南
の
一
地
方
に

求
め
ら
る
べ
し
。

大
旱
青
髭
電
界

　
此
の
聾
者
に
つ
き
て
は
全
く
考
へ
え
す
」
観
て
以
上
に

て
電
文
が
攻
略
せ
し
一
々
が
大
騰
今
日
の
何
れ
の
地
方
な

る
か
を
考
定
せ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
国
王
の
林
邑
人
の

地
理
的
知
識
は
案
外
に
贋
く
安
南
山
賑
の
彼
方
に
及
び
、



更
に
西
、
ビ
ル
マ
地
方
に
及
び
し
事
知
ら
る
、
な
る
が
、
か

く
萢
交
に
だ
や
す
く
征
服
さ
れ
し
ょ
り
考
ふ
れ
ば
（
多
分

一
時
的
な
ら
ん
も
）
此
等
の
諸
國
は
未
だ
國
家
的
成
立
を

な
さ
す
此
庭
、
彼
虎
に
分
散
せ
る
村
落
的
集
團
の
一
塊
に
す

ぎ
ざ
り
し
事
想
像
さ
る
べ
し
。
而
し
て
此
等
の
地
方
が
明

に
か
支
郡
正
史
に
あ
ら
は
れ
し
は
支
那
邊
境
の
他
地
方
に

比
し
甚
だ
遅
く
、
や
う
や
く
階
唐
以
後
魔
和
羅
な
ご
が
知

ら
れ
し
が
始
め
な
）
。
之
を
以
て
考
ふ
る
に
既
に
晋
代
に

一
林
邑
國
王
に
す
ぎ
ざ
る
萢
交
が
、
か
、
る
地
方
迄
攻
略

せ
し
は
甚
だ
偉
ご
す
べ
き
な
り
。
（
昭
和
三
年
六
月
＋
百
）

第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
晋
代
梅
…
部
ア
ジ
プ
徽
岡
見

第
四
號
　
　
九
一
　
（
五
九
九
）


